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ID: 100  

担当部署:  子ども若者部 子ども若者応援課  

処分の概要 医療費の助成 

例 規 名 

根 拠 条 項 
西東京市ひとり親家庭等の医療費の助成に関する条例 第7条第2項 

例 規 番 号 平成13年条例第110号 

【根拠条文】 

(医療費の助成) 

第7条 医療費の助成は、病院、診療所若しくは薬局又はその他の者(以下「病院等」という。)

に医療証の交付を受けた対象者が、医療証を提示して、診療、薬剤の支給又は手当を受けた

場合に、助成する額を当該病院等に支払うことによって行う。 

2 前項の規定にかかわらず、市長が特別の理由があると認めるときは、ひとり親等に支払う

ことにより医療費の助成を行うことができる。 

 

【基準】 

根拠条文及び第6条の規定による。 

(助成の範囲) 

第6条 市は、対象者の疾病又は負傷について国民健康保険法又は社会保険各法の規定によ

り、医療に関する給付が行われた場合における医療費(健康保険の療養に要する費用の額の

算定方法によって算定された額(当該法令の規定に基づきこれと異なる算定方法によること

とされている場合においては、その算定方法によって算定された額)を超える額を除く。以

下同じ。)のうち、当該法令の規定によって対象者及び対象者に係る国民健康保険法による

世帯主若しくは社会保険各法による被保険者その他これに準ずるものが負担すべき額 (以下

「対象者等負担額」という。)から、高齢者の医療の確保に関する法律(昭和57年法律第80号)

第67条第1項の規定の例により算定した一部負担金に相当する額その他の同法に規定する

後期高齢者医療の被保険者が同法の規定により負担すべき額(入院時食事療養費に係る食事

療養標準負担額又は入院時生活療養費に係る生活療養標準負担額を除く。)に相当する額(同

法に規定する老人医療受給対象者が、同法第56条第2号に規定する高額療養費を支給される

場合に相当する場合にあっては、規則で定める額)及び国民健康保険法又は社会保険各法の

規定により負担すべき入院時食事療養費に係る食事療養標準負担額(以下単に「食事療養標

準負担額」という。)又は入院時生活療養費に係る生活療養標準負担額(以下単に「生活療養

標準負担額」という。)の合計額(以下「一部負担金等相当額」という。)を控除した額を助成

する。この場合において、一部負担金等相当額の算出に当たっては、高齢者の医療の確保に

関する法律第67条第1項各号に掲げる場合の区分に応じ当該各号に定める割合にかかわら

ず、同項第1号に定める割合を乗じるものとする。 

2 前項の規定にかかわらず、規則で定める者については、国民健康保険法又は社会保険各法

の規定により医療に関する給付が行われた場合における医療費のうち、対象者等負担額 (食

事療養標準負担額又は生活療養標準負担額を除く。)を助成する。 

3 前2項の助成は、他の法令によって医療に関する給付を受けることができるときは、その

給付の限度において行わない。 

 

 

標準処理期間 60日 
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備考  

 

 

設 定 年 月 日 平成 27 年 7 月 1 日 最終変更年月日 平成 29 年 10 月 1 日 

 


